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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

 

②施設・事業所情報 

名称：大倉山元気の泉保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：中村聖子 定員（利用人数）：120（104名） 名 

所在地：  〒 222-0001 横浜市港北区樽町1-14-20                      

TEL：045-532-0076 

ホームページ：http://www.genkinoizumi.net/okurayama/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2013年4月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 元気の泉 

 職員数 常勤職員：20 名 非常勤職員：15名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  

保育士：34名 看護士：1名 

  

 施設・設

備の概要 

（居室数）保育室：6  

（設備等）トイレ： 2、調理室：1、事務室：1、園庭：1    

 

③理念・基本方針 

保育理念 

 こころもからだも のびのびげんきに 

 

基本方針 

 すべての子どもたちが、自分の力でものごとをやりとげ、 

   自分の行為に責任の持てる生活力のある、 

  豊かで魅力的な人間となるための礎をつくります。 

 

保育方針 ①（適切な栄養や運動に裏付けられた） 

          たくましいからだ 

     ②（困難な状況でもくじけない） 

          がんばりのある子ども 

     ③（自分の変化において） 

          考えられる子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④施設・事業所の特徴的な取組 

①広々とした園庭があり、外遊びを重視している（子どもたちが好きである）点。 

子どもたちと保護者へ聞き取りを行い、あえて遊具は置かず、広々と遊べるスペース、

虫を探せる緑のあるスペースを維持している。緑を増やすため、職員・子どもでグラン

ドカバーの種を撒いたり、水やりを行っている。 

 

②「流れる日課」（乳児・幼児）、「育児担当制）（乳児）を取り入れている点。食事

や午睡のタイミングは子どもが自分で決めるようにしており、一斉に食べたり、子ども

たちがそろうまで待たせていない。乳児は担当保育士を決める事で、安心感をもって園

生活が送れるようにしている。 

 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和3年4月30日（契約日） ～ 

令和4年2月28日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       1回（2016年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

 

１)流れる日課で子どもの主体性を育んでいます 

 

園では、子どもが生活時間を決める「流れる日課」を実施し、子ども達の個性、主体性、

自発性を育む保育を実施しています。自分はどうしたいのか、何故そうしたいのかなど、

基本方針である「自分の力で物事をやり遂げ、自分の行為に責任の持てる生活力のある、

豊かで魅力的な人間となるための礎」となる主体性を日々の保育の中で育んでいます。 

子ども達は、その日の自分の体、心に意識を向け自分自身で、外遊び、室内遊びを自由

に選択しています。また、食事の時間も一斉にはしていません。一人で食べるよりお友

だちと食べる方が楽しいと感じる子ども、もっと遊びたいと思う子どもなど子どもによ

って気持ちも様々です。一人ひとりの気持ちを尊重し自分のタイミングで活動ができる

ようにしています。 

 

２)連絡帳アプリケーションを活用して、保護者と情報共有しています 

 

園では、連絡帳アプリケーションを使い保護者と連絡を取っています。アプリケーショ

ンを使用して個別に子どもの体調や様子、その日の出来事などについて緊密な連携を取

っています。保育中の子どもの様子がすぐに保護者に伝えられる事で、その子だけのエ

ピソードを直に保護者に伝えています。保育中の写真をすぐに保護者へ送ったり、エピ

ソードを伝える事でお迎えの時にも、話題が広がり職員と保護者との信頼関係の構築に

も役立っています。園では、さらに連絡帳の機能を生かして、保護者と子どもの課題や

育ちの共有を深めたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 



 

◇改善を求められる点 

 

1)事業計画の職員、保護者への周知と策定プロセスの見直し 

 

今年度は、期中において期首に作成した事業計画を見直し、新たに中期計画を反映した

事業計画を作成しています。内容にはESD（持続可能な開発の為の教育）の取組や、連

絡帳アプリケーションを活用した保育支援活動などを主体に、達成目標を明確にした計

画が作成されています。今後、計画策定段階での職員等の参画や、事業計画の中で、職

員の育成計画や食育、地域や学校との連携などの項目に具体的な取組内容が記載される

ことが期待されます。計画内容の充実と職員・保護者への丁寧な周知の取組が期待され

ます。 

 

２)利用者への情報提供の検討 

 

ホームページ内のブログでは、担当者を決めこまめに更新を行い園の様子を伝えていま

すが、方針、目標、園での子ども達の過ごし方について、一部ホームページの更新がさ

れていない部分が見受けられます。ブログを含め全体の情報更新が期待されます。施設

概要については、ホームページ、パンフレットと現状が異なるものがあります。園のク

ラスは、月齢配慮など十分考慮したものになっていますが、更なる説明が期待されます。

現在の利用者や、将来の利用希望者に、現状にあった最新の情報を提供されることが期

待されます。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

ご丁寧な評価を頂き、ありがとうございました。 

 5年前の評価結果を参考にして、改善に努めてきた保護者の支援や職員育成についてご

評価いただき、嬉しく思っております。また、前回から引き続きご評価いただいた、子

どもを尊重する保育については、今後も追求していこうと考えております。同時に、今

回改善すべき点としてご指摘いただいた、地域の福祉ニーズへの貢献や長期的な見通し

を持った運営についても、意識的に取り組んでまいります。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


